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１ . P E R S O N B . C .５ ・ ４ 世 紀 、 ギ リ シ ア の 哲 学 者 で ソ ク ラ テ ス の 弟 子 。 理 想 主 1

義 的 哲 学 。

２ . B O O K 師 ソ ク ラ テ ス を 主 人 公 に 、 対 話 形 式 で 書 か れ た プ ラ ト ン の 代 表 的 2

著 作 。

３ . プ ラ ト ン が ア テ ネ 郊 外 に 設 立 し た 学 園 。 語 源 ： 英 語 の ac a d e m y 「 学 園 」 3

の 語 源

４ . プ ラ ト ン 哲 学 の 「 理 性 に よ っ て 認 識 さ れ る 真 の 実 在 。 語 源 ： 英 語 の 4」

i d e a l 「 理 想 」 の 語 源

５ . プ ラ ト ン に 代 表 さ れ る 、 最 高 の 完 成 性 （ 理 想 ） を 究 極 的 価 値 と し て 追 求 す 5

る 人 生 観 や 世 界 観 。 関 連 語 ： 現 実 主 義

６ . 二 つ の 相 互 に 独 立 す る 根 本 的 な 原 理 で 世 界 や 事 象 を 、 説 明 す る 立 場 。 6

７ . プ ラ ト ン が 、 イ デ ア 界 を 太 陽 の 光 に 照 ら さ れ た 外 の 世 界 に 、 現 象 界 を 暗 い 7

洞 窟 に た と え た 比 喩 。

８ . 想 起 説 の 根 拠 。 現 実 界 で イ デ ア を 忘 れ て い る が 、 美 や 善 を 経 験 す る こ と に 8

よ り イ デ ア を 想 起 し て 恋 慕 す る 「 知 へ の 愛 。 関 連 語 ： フ ィ ー リ ア 、 ア ガ ペ」

ー 、 慈 悲 、 仁

９ . 魂 が か つ て 住 ん で い た イ デ ア 界 （ 天 上 の 故 郷 ） を 憧 れ 、 肉 体 と い う 牢 獄 に 9

閉 じ こ め ら れ て い る 間 は イ デ ア を 恋 慕 す る と い う 考 え 方 。

10 . プ ラ ト ン が 最 高 の イ デ ア と し た も の 。 10

1 1 . プ ラ ト ン が 「 理 性 （ 頭 部 ・ 気 概 （ 胸 部 ・ 欲 望 （ 腹 部 」 と い う よ う に 、 11） ） ）

身 体 の 部 位 と 人 間 の 魂 「 知 ・ 情 ・ 意 」 を 関 連 さ せ て 説 い た 考 え 方 。

12 . プ ラ ト ン が 「 知 恵 （ 頭 部 ・ 勇 気 （ 胸 部 ・ 節 制 （ 腹 部 」 に 加 え て 、 そ の 12） ） ）

三 つ の 徳 を 制 御 す る 徳 と し て 正 義 を 挙 げ た 考 え 方 。 関 連 ： キ リ ス ト 教 三 元 徳

（ 信 仰 ・ 希 望 ・ 愛 ）

13 . プ ラ ト ン の 四 元 徳 の 一 つ で 、 統 治 者 に 求 め ら れ る 徳 。 頭 部 に あ た る 。 13

1 4 . プ ラ ト ン の 四 元 徳 の 一 つ で 、 軍 人 に 求 め ら れ る 徳 。 胸 部 に あ た る 。 14

1 5 . プ ラ ト ン の 四 元 徳 の 一 つ で 、 生 産 者 に 求 め ら れ る 徳 。 腹 部 に あ た る 。 15

1 6 . プ ラ ト ン の 四 元 徳 の 一 つ で 「 知 恵 ・ 勇 気 ・ 節 制 」 に 加 え て 、 そ の 三 つ の 16、

徳 を 制 御 す る も の と し て 挙 げ た 徳 。

1 7 . プ ラ ト ン が 主 著 『 国 家 論 』 で 述 べ た 「 哲 学 者 が 統 治 す る か 、 統 治 者 が 哲 17、

学 を 学 ぶ か 」 と し た 考 え 方 。 民 主 政 を 批 判 し て い る 。

18 . プ ラ ト ン が 哲 人 政 治 を 主 張 し た 著 書 。 18

T . Q .「 プ ラ ト ン の 二 元 論 哲 学 の 内 容 と は ？ 」

T. A .

イ デ ア 論 の 中 で プ ラ ト ン は 真 実 在 の イ デ ア 界 と 不 完 全 な 現 象 界 を 対 比 さ せ 、 人 間 は 肉 体 に 閉

じ こ め ら れ た 囚 人 だ と 言 っ た 。 そ の た め 「 私 た ち の 魂 は か つ て そ こ に 存 在 し た 故 郷 の イ デ、

ア 界 を 想 起 し 恋 慕 す る 」 と し て エ ロ ー ス （ 知 へ の 愛 ） を 説 い た 。 ま た 、 こ の エ ロ ー ス の 最 終

的 到 達 地 点 は 、 善 の イ デ ア で あ る 。


